
授業計画

第1回　　講義の内容、位置づけ、目的等の説明
第2回　　自然系緑地の領域 自然系緑地の領域の全体像の把握
第3回　　空間特性（立地条件）から見た自然系緑地の分類　自然系緑地の分類と写真による紹介
第4回　　自然緑地見学会　近隣の自然緑地の見学会
第5回　　生態系から見た自然系緑地の分類　自然系緑地の分類と写真による紹介
第6回　　地球環境問題を背景とした自然緑地の位置付け　自然緑地を巡る時代の潮流
第7回　　日本の自然緑地の現状　自然緑地の概要、問題点を考察
第8回　　自然緑地に関わる施策の大要　法体系と諸外国の制度、条約　環境アセスメント
第9回　　自然公園の特徴、問題点を考察
第10回　森林の特徴、問題点を考察
第11回　農村、里山の特徴、問題点を考察
第12回　河川、海、湖沼の特徴、問題点を考察
第13回　帰化植物の現状と問題点を考察
第14回　自然緑地と利用　人間の利用と自然保護の関わりを考察
第15回　自然緑地と地域社会

授業中の小テスト及び期末試験で評価する。評価方法

森山、平岡他『ランドスケープアーキテクチャーの起点』ぎょうせい、2007　他テキスト

授業の到達目標 自然緑地が、自然環境や社会にどんな役割を果たし、どんな問題点を抱えているかを考える力を身につけ、さら
にそれぞれが自らの自然観もより豊かにして行く。

授業概要

　特に空間を創造する者として、また一人の市民として関わっていくことの出来る身近な自然緑地を中心として、
その歴史と利用の実態、政策、諸外国の事例、及びそれらを有効に長く利用していくための理念と計画技術につ
いて考える。
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